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怨まない幽霊たち――後期鏡花小説の幽霊像






その他のタイトル Non-Vengeful ''Yurei'': Images of ''Yurei'' in

































 1 池田彌三郎『日本の幽霊?身辺の民俗と文学?』中央公論社、1959 年、47 頁。






　関東大震災が起きた 1923 年当時に 51 歳であった鏡花は、1939 年に 67 歳で逝去
するまでの 20 年近くの間、発表作品数を次第に減少させていくものの、作家とし
ての目立った不調とは無縁に見える堅実な活動を続けている。「高野聖」（『新小説』、






1924 年 5 月に『苦楽』に発表された「眉かくしの霊」、その 5 カ月後（すなわち、











































































































































































花﹁眉かくしの霊﹂とその周辺」（『論樹』第 14 号［2000 年 12 月］）で詳説した。なお、プ
ラトン社については、小野高裕・西村美香・明尾圭造『モダニズム出版社の光芒 プラトン
社の一九二〇年代』（淡交社、2000 年）に詳しい。
 8 東雅夫『百物語の怪談史』角川ソフィア文庫、2007 年、180－182 頁。
 9 田中貴子『鏡花と怪異』平凡社、2006 年、71－76 頁。





































































































































































































　「眉かくしの霊」「露萩」の発表から 15 年後の 1939 年、鏡花は、本稿冒頭で触れ
た折口との会話とほぼ同時期と目される逝去の直前に、最後の作品となる「縷紅新
草」を発表する。無論、この間にも幽霊が登場する小説が発表されていなかったわ





刊朝日』、1932 年 4 月 1 日）などが挙げられる 16。とはいえ、後期鏡花小説の幽霊像
について考察する上で、「縷紅新草」が逸することのできない重要な作品であるこ
 15 金子亜由美「夢の転機?「甲乙」における関東大震災の影響?」『文藝と批評』11（4）（2011
年 11 月）、14－20 頁。鏡花の震災体験に注目した最近の論文には、茂木謙之介「東京・怪異・
モノガタリ?泉鏡花﹁二三羽─十二三羽を中心に─﹂（『日本文学』、2014 年 9 月）もある。
このように、鏡花の震災体験の再検証は（ポスト東日本大震災の）研究者の間で重要な課題
となっている。




































































































 19 秋山稔『泉鏡花 転成する物語』梧桐書院、2014 年、652 頁。




























ろう。まだ壮年期であった頃の鏡花が、談話「予の態度」（『新声』、1908 年 7 月）
で「お化は私の感情の具体化だ」と語ったことは有名だが、この発言は必ずしも特
異な個人の嗜好のみに矮小化されるべきではない。
※ 鏡花作品の引用は、『鏡花全集』全 29 巻（岩波書店、1973－1976 年）に拠る。
ただし、漢字は基本的に新字体に改めて不必要なルビは省略してある。
 21 注 19 に同じ、658 頁。
 22 例えば、1927 年には鏡花の年下の友人・芥川龍之介が亡くなり、1933 年には鏡花の実弟・
斜亭が亡くなっている。「縷紅新草」のお京のモデルである鏡花の又従妹・目細てるも、1935
年に没している。
